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社会福祉法人 いなべ市社会福祉協議会 
 

 



 



法人経営部門 

【総務課】 

 １．会務の運営 

  ＜理事会＞ 

 開催日 議 案 内 容 

第８１回 ６月５日 

給与規程の一部変更、事務局規程の一部変更、資金の

積立て、令和４年度事業報告、令和４年度社会福祉事

業会計および公益事業会計決算、令和５年度社会福祉

事業会計および公益事業会計第１次補正予算、役員選

任候補者の推薦、評議員選任候補者の推薦、第６９回

評議員会の開催 

第８２回 ６月２０日 会長、副会長及び常務理事の選任 

第８３回 １１月１５日 

定款の一部変更、パートタイム職員就業規則の一部変

更、積立金の取り崩し、令和５年度社会福祉事業会計

および公益事業会計第２次補正予算、第７０回評議員

会の開催 

第８４回 ３月８日 

定款の一部変更、給与規程の一部変更、育児・介護休

業等に関する規則の一部変更、令和５年度社会福祉事

業会計および公益事業会計第３次補正予算、令和６年

度事業計画、令和６年度社会福祉事業会計および公益

事業会計予算、評議員選任候補者の推薦、福祉サービ

ス苦情・要望改善事業第三者委員の委嘱、評議員選

任・解任委員の選任、第７１回評議員会の開催、令和

６年役員等賠償責任保険契約の更新、令和６年度利益

相反契約 
 

  ＜評議員会＞ 

 開催日 議 案 内 容 

第６９回 ６月２０日 

令和４年度事業報告、令和４年度社会福祉事業会計お

よび公益事業会計決算、令和５年度社会福祉事業会計

および公益事業会計第１次補正予算、役員の選任 

第７０回 １１月２１日 
定款の一部変更、令和５年度社会福祉事業会計および

公益事業会計第２次補正予算 

第７１回 ３月１９日 

定款の一部変更、令和５年度社会福祉事業会計および

公益事業会計第３次補正予算、令和６年度事業計画、

令和６年度社会福祉事業会計および公益事業会計予算 



 

  ＜評議員選任・解任委員会＞ 

 開催日 議 案 内 容 

第１２回 ６月１３日 評議員の選任 １名 

第１３回 ３月１４日 評議員の選任 １名 

 

２．事業運営の透明化 

    法人運営の透明性を確保するために、社会福祉法に定める定款、計算書類および

事業報告、役員等名簿について、主たる事務所に備え置いた。また、ホームページ

にも社会福祉法に定める事業計画書等の必要書類を掲載した。 

 

３．財務規律の強化 

    適正かつ公正な支出管理のために、監事による月例監査を６回、決算監査（令和

５年５月１２日）を実施した。また、内部監査を５回実施し、監事による監査のみ

ならず、職員による内部監査を実施することにより、健全な財務状況が確保できる

よう強化を行った。 

 

 ４．福祉サービス苦情・要望改善事業 

    苦情要望件数 １６件 

    福祉サービス苦情・要望改善事業第三者委員会を開催し、助言を求めるとともに

再発防止について協議を行った。苦情が発生した際は、迅速かつ丁寧な対応をおこ

ない、利用者の権利擁護、満足度の向上に努めた。 

 

 ５．職員の資質向上（職員研修事業等）と人材育成 

    職員研修基本方針に基づき、下記のとおり研修を実施した。 

 

＜全体研修＞ 

 法人が目指す職員像に基づき、職員育成を目的として実施した。 

研修テーマ 実施日 参加数 

接遇・苦情要望対応研修 １０月１３日 ３１名 

健康管理研修 ２月１４日  ２０名 

交通安全研修 ３月１１日 １６名 

＜部門別研修＞ 

    各部署の業務に必要とされる知識、技術の習得を目的として実施した。 

①地域福祉課 

研修テーマ 実施日 参加数 

地域福祉活動計画に関する研修 ９月４日   ７名 

住民主体の地域福祉に関する研修 １２月５日   ８名 



②地域生活支援課 

研修テーマ 実施日 参加数 

相談支援研修 ８月１７日 １６名 

事例検討会 ９月１２日 １５名 

発達障害研修 １１月２５日 ２５名 

参加・活動に焦点を当てたアセスメント研修 １２月６日 ２６名 

事例検討会 ３月１２日 １４名 

③ケアプランセンター 

研修テーマ 実施日 参加数 

ケアプラン作成・アセスメント研修 ６月１３日 １２名 

④通所介護事業 

研修テーマ 実施日 参加数 

認知症ケア研修 ４月２７日 １１名 

食中毒・感染症研修 ６月２２日   ９名 

応急手当・救命処置 ７月２０日   ５名 

虐待・身体拘束防止研修 ９月２８日   ７名 

リスクマネジメント研修 １０月２６日   ５名 

医療に関する研修 １１月３０日   ９名 

接遇研修 ２月２２日 １１名 

⑤訪問介護事業 

研修テーマ 実施日 参加数 

接遇研修 ６月２７日 １０名 

食中毒・感染症研修 ７月２５日 １２名 

虐待防止研修 ９月２６日 １０名 

身体拘束防止研修 １０月３１日   ８名 

認知症ケア研修 １月３０日 １０名 

法令遵守研修 ２月２７日   ５名 

⑥介護予防事業 

研修テーマ 実施日 参加数 

機能評価に関する研修 ８月２５日   ７名 

栄養に関する研修 ９月２９日   ６名 

応急手当・救命措置 １０月２７日   ６名 

⑦障がい支援課 

研修テーマ 実施日 参加数 

感染症予防研修 ７月２９日   ８名 

虐待・身体拘束防止研修 １０月３０日   ９名 

障がいへの基礎知識研修 １月３１日 １３名 

応急手当・救命措置 ３月６日 １２名 

 



⑧こども支援課 

研修テーマ 実施日 参加数 

発達支援・実技研修 ５月２４日 ７３名 

野外保育研修 ６月８日 １２２名 

年齢別研修 ７月１８日  ７１名 

人権（LGBT）研修 ８月２４日  ７２名 

食育研修 ９月１３日    ９名 

年齢別保育研修 １１月８日  ９０名 

     

 ６．各種規程の適正管理 

    いなべ市から旧たんぽぽ作業所を無償譲渡されたことに伴い、基本財産の変更と

して定款の変更をおこなった。パートタイム職員に休職、復職の規定がなかったた

め規則に明記した。職員間での給与格差、最低賃金の改定状況等に鑑み給与表を見

直した。育児短時間勤務の取得条件を５歳から小学校の始期までに引き上げた。 

また、緊急時に事業継続を図るための業務継続計画（ＢＣＰ）について、自然災

害及び感染症の流行に対応する計画を策定した。 

 

 ７．職員の健康管理・衛生管理事業 

    安全衛生委員会 ２回（６月、２月開催） 安全推進会 １５ヶ所 月１回開催 

     各職場で、安全推進会および職場巡視を毎月実施し労働災害防止に努めた。 

     産業医とともに毎月 1ヶ所ずつ事業所の巡視を行った。 

     乗車前点検の徹底と今年度車両事故を起こした職員を対象に交通安全研修を実

施するなど、車両事故の削減に努めた。 

     安全運転管理者設置事業所（５事業所）ではアルコールチェッカーを用いて乗

車前後に確認を行った。 

    安全衛生法に基づく、ストレスチェックの実施 

     受検者２２０名 受診率９２．８％ 

     ストレスチェック実施後、高ストレス者の産業医・保健師面談を行った。 

    健康診断受診職員数（８月～９月実施）  ２３７名 受診率１００％ 

    健康診断受診結果による健康相談（産業医）  ０名 

    健康診断受診結果による保健指導（保健師）  ３名 

    健康診断受診結果をもとに再検査等の受診を促し、早期治療につなげることで職

員の健康管理をおこなった。 

    職員健康相談（保健師および産業医）  

     月１回開催  延べ利用者数  ２６名 

     心身の健康維持、回復へとつなぐことができた。 

 

 

 

 



 ８．実習生、職場体験等の受入れ 

 実習・体験目的 受け入れ先 
受け入れ

数 

保育士実習 
丹生川保育園、三里保育園、山郷保育

園、員弁西保育園 
１１名 

職場体験 

（インターンシップ） 
丹生川保育園、石榑保育園 １１名 

現場実習 オレンジ工房あげき  ４名 

 

 ９．広報活動の充実 

    社協だより 発行回数６回（奇数月） 各戸配布 

     社協事業場のほか、市内商業施設、公共施設にも配置している。 

    Facebook 投稿件数 １０８件  X（旧 twitter）投稿件数 ６４件 

    Instagram 投稿件数 ９６件  プレスリリース発信件数 ４件 

 

１０．ネットワーク環境の整備・活用 

    オンライン会議など、ＩＴ環境の整備やグループウェアを活用して事務処理およ

び情報共有の効率化をはかった。 

 

１１．連携・協働の場としての役割 

    市内９社会福祉法人が参加する、いなべ市社会福祉法人連絡会の事務局を担い、

複数法人の協働による地域の公益的な取り組みをおこなった。 

   いなべ市社会福祉法人連絡会活動 

   開催日 内 容 

総会 ７月８日 
令和４年度事業報告（案）について 
令和５年度事業計画（案）について 

勉強会 ７月８日 
県内における社会福祉法人連絡会の取り組み、活動に

ついて 
UMOU プ

ロジェクト 
通年 各施設に回収 BOX を設置し、ホームページ等で啓発 

 

１２．職員状況 

正規職員 その他 

令和４年度 令和５年度 令和４年度 令和５年度 

１３４名 １４０名 ２０２名 ２０７名 

  



地域福祉活動推進部門 

【地域福祉課】 

≪第４次いなべ市地域福祉活動計画の推進≫ 

（１）第４次いなべ市地域福祉計画および地域福祉活動計画推進委員会 ３回 

（２）社会福祉協議会における出前講座の実施 

テーマ名 出前回数 

足腰を鍛えて、介護予防を目指そう １１回 

フレイル予防 ９回 

認知症予防レクリエーション ８回 

知っておきたい物忘れ ３回 

介護予防・健康・これからの暮らし方について ２回 

いなべ市社会福祉協議会について １回 

介護保険の利用について １回 

障がい者サービスについて １回 

健康と園芸指導 １回 

 

＜まちづくり・人づくり＞ 

 １．ボランティアセンター事業 

    ・ボランティア相談件数 ２６件、コーディネート件数 ４件 

    ・ボランティア登録数 １，８３８名 

    ・ボランティアセンターだよりの発行（７月） 

    ・傾聴フォローアップ講座 １回 参加者数 ２５名 

    ・いなべふくし塾 ２回 延べ参加者数 ３８名 

    ・いなべ市ボランティア連絡協議会 

      加入団体 １６団体  加入者 ６名（令和６年３月末現在） 

      定例会 １２回  延べ参加者数 １０４名 

      清掃活動等 ２回 延べ参加者数 ５９名 

    ・食品ロス削減に向けた取り組み ６回 
      寄附 １，９０５キロ 提供 ２３３セット 
    ・地域食堂の開催支援 ６回 延べ参加者 ３３０名 
 

 ２．各種サポーター活動支援 

    サロンサポーター、地域サポーター合同定例会 

（１）対象者４０１名を対象に案内を送付し、当日参加者８６名に対して情報交 

換やサロン活動紹介、いなべ市主催移動型スマホ教室について紹介を行った。 

（２）四季の家 

       ・定例会 １１回 

       ・地区別開催 藤原２２回（延べ参加者数５０１名） 

              員弁２４回（延べ参加者数３１３名） 

              大安２３回（延べ参加者数３３８名） 



              北勢２０回（延べ参加者数３４０名） 

 

 ３．福祉教育推進事業 

    福祉体験の実施：ワークショップ３時限、アイマスク体験４時限、当事者講義 

（視覚障がい）２０時限、当事者講義（聴覚障がい・手話体験） 

１８時限、車いす体験１１時限、点字体験１６時限、認知症サ 

ポーター養成講座８時限、ＳＳピンポン３時限、盲導犬４時限 

    福祉協力校の登録：市内小学校１１校、中学校４校、高校１校 

 

 ４．共同募金事業 

    令和５年度 募金総額 ５，６６２，６８１円 

 

 ５．日本赤十字社社資増強運動 

    令和５年度 総額   ５，２８８，０００円 

 

 ６．社協会費募集実績総額  ５，７７８，０００円 

（内訳） 

     個人会員          ９，８７７件 

     賛助会員（個人）        ２５７件 

     賛助会員（法人）        １１６件 

 

＜ネットワークづくり＞ 

 １．ふれあいサロン事業  

   【ふれあいサロン】 実施回数 ４１０回  延べ参加人数 １３，８４５名 

     北勢： １１３回 ３，７３８名   員弁：９９回 ２，８７９名 

     大安： １０３回 ４，６２６名    藤原：９５回 ２，６０２名 

   【ふれあい訪問活動】実施回数 ５５回  延べ参加人数 ３，３２８名 

     北勢：  ２１回 １，１９４名   員弁：  ０回      ０名 

     大安：  １１回 １，３２６名   藤原：２３回   ８０８名 

 

 ２．障がい者スポーツ交流会の開催 参加者数１７５名 

 

 ３．生活交流会事業 

    知的障がい者生活交流会 ４回 延べ参加者数４６名 

    知的・精神障がい者生活交流会 ２回 延べ参加者数２７名 

 

 ４．敬老事業（いなべ市委託事業） 

    祝品贈呈  喜寿 ６９４名  米寿 ２８０名 白寿 ２３名 百歳 ２３名 

          最高齢者 ２名 

 



 ５．災害ボランティアセンター事業 

    ・災害等に関する講演会 １回 

      延べ参加者数 ７１名 登録者数 ４２名 

    ・災害ボランティアコーディネーター定例会 ６回 延べ参加者数 ２８名 

    ・災害ボランティアセンター設置運営訓練 １回 参加者 １１名 

 

 ６．各種団体事務局業務 

 （１）民生委員児童委員協議会連合会 

 事 業 内 容 

いなべ市 

役員会、部会・総会、全員研修、県民児協主催行事（理事会・代

議員会・在宅福祉委員会・会長研修会・主任児童委員研修会・新

任民生委員研修会・ブロック別研修会・民生委員制度創設 100 周

年記念フォーラム）への参加、主任児童委員会（定例会・勉強

会）、ホームページ運営、もしもの時のＳＯＳカード配布 

北勢地区 定例会、部会、ふれあい弁当配布、夏季友愛訪問、視察研修 

員弁地区 
定例会、部会、ふれあい弁当配布、夏季友愛訪問、登校時の見守

り支援、視察研修 

大安地区 
定例会、部会、ふれあい弁当配布、民生児童委員の日強化週間活

動、夏季友愛訪問、視察研修 

藤原地区 

定例会、部会、ふれあい弁当配布、夏季友愛訪問、一人暮らし・

高齢者等世帯訪問連絡票作成、高齢者施設交流事業（花植え）、

視察研修 

 （２）いなべ市老人クラブ連合会 

事 業 内 容 

役員会、支部会、総会、老人福祉大会、趣味の作品展、ゴルフ交流会、健康

づくり講演会、芸能大会、カローリング体験教室、役員研修会・交流会、友

愛訪問活動、世代間交流助成事業、イラスト教室、ゴルフ交流会、パソコン

教室、陶芸教室、料理教室、専門部活動（ゲートボール、囲碁・将棋、ウォ

ーキング、グラウンドゴルフ、パークゴルフ、カラオケ、社交ダンス、フォ

ークダンス、野球、民謡、麻雀） 

 （３）いなべ市身体障がい者福祉会 

事 業 内 容 

役員会、総会（書面議決）、広報発行１回、障がい者週間ＰＲ活動、会員交流

会、社会見学 

 

 ７．心配ごと相談の実施 

相談種類 開所回数 実 績 

一般相談        ６回 ３件 

弁護士相談 ２０回 １１４件 



相談種類 開所回数 実 績 

司法書士相談 ８回 ３８件 

 

 ８．ふれあい弁当配布事業 

    登録者数 ２６１名  実施回数 ７２回  延べ配布件数 ４，４０５件 

 

 ９．外出支援・移送サービス事業 

    登録者数 ４７名  

     新型コロナウイルス感染拡大防止のため事業休止 

 

１０．福祉用具貸与事業 

物 品 延べ貸与件数 

車イス １３４件 

スロープ ４件 

 

１１．おむつ給付事業（いなべ市委託事業） 

    給付対象者 １１３名  年間給付件数 １，３６７件 

 

１２．緊急通報装置設置事業（いなべ市委託事業） 

業 者 件 数 

ＡＬＳＯＫあんしんケアサポート  ３件 

ＮＴＴ西日本  １件 

 

１３．寝具洗濯サービス事業（いなべ市委託事業） 

    登録者数 １１名  延べ利用件数 １７件 

 

１４．訪問理容サービス事業（いなべ市委託事業） 

    登録者数 １１名  延べ利用件数  ６件 

 

１５．福祉サービス利用審査会 

    新規サービス申請者の利用決定における審査会 １２回開催 審査件数 ３５件 

 

１６．共同募金配分金 

    令和４年度（令和５年度充当） 配分交付決定額 ５，１２６，８１８円 

    配分金事業 

老人福祉活動（２事業） 

・地域におでかけ事業   申請者数 ２３９名  協力店舗 １６店舗 

・あんしん電話事業    登録者数  １１名  実施回数  ４７回 

     母子・父子福祉活動事業（１事業） 

      ・ひとり親家庭支援事業  助成人数 １名 



     福祉育成援助活動（４事業） 

      ・歳末ふれあい事業  配布者数 １，１３９名 

      ・ふるさとづくり公園整備助成事業  申請 ９地区 

      ・スポーツふれあい事業 参加者数 ２０名 

      ・ボランティア団体助成事業  助成団体数 ２４団体 

      ・共同募金啓発事業  

独自啓発グッズ（テープのり）の対象者配布（令和６年新入生３３０名） 

共同募金 募金箱作成 参加者数 １１名 

 

＜安心な環境づくり＞ 

いなべ市生活支援体制整備事業（生活支援コーディネーター）（いなべ市委託事業） 

 いなべ市共助の基盤づくり事業 

（１）１．５層協議体  開催回数４６回 延べ参加者数４４０名 

（北勢町１２回 １１５名、員弁町１２回 ９５名、大安町１１回 １４７名、 

藤原町１１回 ８３名） 

 （２）福祉委員会 

   ・福祉委員会設置自治会数 ７１地区 

   ・相談支援中および次年度活動予定自治会数 ２９地区 相談回数 延べ１１１回 

   ・福祉委員会交流会８４名参加（６５地区） 

   ・生きがい活動促進事業「ひなた」 活動者５名、新規登録者数０名 

 

相談支援・権利擁護部門 

【地域生活支援課】 

（いなべ市地域包括支援センター）（いなべ市委託事業） 

１．包括的支援事業 

 （１）総合相談支援事業 

    総合相談 

     延べ相談件数 ３,５７３件 

     民生委員児童委員との連携 

     民生委員児童委員からの相談及び連絡調整件数 １７７件 

     民生委員児童委員協議会定例会参加回数 ４８回（４地域） 

 （２）権利擁護事業 

    高齢者虐待（身体・心理的虐待等）対応内容（重複有）件数 １９件 

     （うち、虐待と認められた件数 １２件） 

 （３）包括的・継続的ケアマネジメント支援事業 

     ケアマネジメント支援会議 ３回 

     地域密着介護保険施設等運営推進会議への出席 ２２回 

     ケアプラン点検 ６回 

     民生委員児童委員とケアマネジャーの連携研修会４地区に実施 

     桑員支部介護支援専門員研修委託回数 ７回 



     市内医療機関等関係機関への訪問   

     病院連携会議等の開催 

     医療ソーシャルワーカーとケアマネジャーの意見交換会 １回 

     地域支援ケース会議  ２９回 

     ケアマネジャーの後方支援（相談支援）件数 ６０６件 

     ケアマネ通信の発信（随時） 

     包括通信 ４回 

 （４）介護予防ケアマネジメント事業 

     介護予防支援・介護予防ケアマネジメント給付管理延べ件数 

     包括（直接）１，５４７件  委託 ５８１件  

（５）いなべ市もの忘れ初期集中支援チーム事業 

     チーム専門職（チーム医、認知症地域支援推進員、チーム員等）が協働し 

認知症の早期診断・早期治療に向けた包括的・集中的な支援を行った。 

      チーム員会議 １０回  うち、支援検討ケース ６３件 

      チーム員対応件数（訪問・来所等） ４６５件 

（６）認知症相談支援体制整備事業（新規事業） 

ＭＣＩ（軽度認知障害）や軽度認定症の方に対し、早期に生活への介入を行い、 

重度化を防止することを目的として、病院やかかりつけ医との相談連携体制の 

構築に向けて取り組んだ。 

いなべ総合病院との打ち合わせ ５回 

かかりつけ医訪問       ５医院 

（杉山医院、桑原医院、羽場内科クリニック、萩原クリニック、斎藤医院） 

認知症疾患センター（東員病院）との連携ＷＥＢ会議 １２回 

認知症相談会へアドバイザーとしての参加 ９回 

（７）多機関協働事業（新規事業） 

重層的支援体制整備事業の充実を目指し、地域の専門職や支援機関との連携体 

制の構築に取り組んだ。 

お互いの業務内容を知り、連携の現状と課題について共通認識を図った。 

主な連携先 ：元気クラブいなべ、いなべ暮らしの保健室  

 

２．任意事業 

 （１）高齢者見守りネットワーク事業 

     通報件数 ２４件 

     認知症高齢者等ＳＯＳネットワーク 

      協力団体届出件数 ３６３団体 

      事前登録者数 ５３名 

 （２）介護予防等普及啓発事業 

     出前講座 参加者数 ２２２名／６回 

     広報 社協だよりにて地域における高齢者関連活動紹介の掲載回数 ６回 

     



（いなべ日常生活自立支援センター）（県社協委託事業） 

 １．日常生活自立支援事業 

    利用者（契約者）５２名   延べ相談支援件数 ８８３件 

 

 ２．生活福祉資金 

    教育支援資金 １件（新規受付数）  

 

 ３．小口生活資金貸付 １５件 

 
（いなべ市成年後見支援センター）（いなべ市委託事業） 

 １．広報機能（成年後見制度の周知・啓発） 

   ・いなべ市広報誌Ｌｉｎｋへの記事掲載    １回 

   ・いなべ市広報誌Ｌｉｎｋへの挟み込みチラシ １回 

   ・いなべ市民成年後見制度勉強会 

「漫才で笑って学ぶ成年後見」開催      1 回 

・支援者向け成年後見制度の「活用ハンドブック」の作成 

 

 ２．相談機能（権利擁護が必要な方の早期発見・早期対応） 

    窓口相談  新規相談 ４４ケース 継続相談 １４ケース 

    司法書士による専門相談 ５回（１２ケース） 

 

 ３．いなべ市成年後見支援センター運営委員会の運営（受任調整、申立の判断等） 

    いなべ市成年後見支援センター運営委員会の開催 ４回 

     

 ４．法人後見事業 

    法人後見委員会 ５回 

    受任件数 ２件   

 

 ５．令和５年度成年後見制度利用促進市町支援事業 モデル市町として受託 

 

（いなべ市くらしサポートセンター縁）（いなべ市委託事業） 

 １．生活困窮者自立支援事業 

    自立相談支援事業  相談件数 １０７件  プラン作成総数 １８件 

    就労支援対象者（プラン期間中に一般就労を目標にしている） １１名 

    家計改善支援事業 ３件 

    就労準備支援事業 ４件 

    住居確保給付金  １件 

 

 ２．被保護者就労支援事業 

延べ就労支援件数 ５６件 



 

 ３．被保護者就労準備支援事業 

 延べ就労準備支援件数 ２５件 

 

 ４．生活保護体制整備強化事業 

    初回面談件数 ２７件 

 

 ５．生活つなぎ支援事業 ７件 

 

 ６．みえ福祉の「わ」創造事業 

    生活困窮者支援緊急食糧提供事業 ４２件 

    緊急時物品等支援事業       ５件 

 

【障がい支援課】 

（相談支援事業所） 

 １．障害児・者相談支援事業（いなべ市委託事業） 

   （１）いなべ市より、障がい児・者の総合相談事業を受託し、福祉サービス利用援

助、情報の提供等必要な支援を総合的に行った。 

       相談支援を行った人数 １７９名（障がい者１１６名、障がい児６３名） 

   （２）困難ケースに対応するため、必要に応じて、保健・医療・福祉・教育・就労

等、関係機関と連携して支援を行った。 

       延べ件数 １，２４４件  関係機関との連携回数 １５６回 

 

 ２．障がいプラン作成業務 

    障害者総合支援法に基づく計画相談支援事業を実施した。 

   （１）日々の業務や定例会のなかでケースの情報共有を行い、利用者が地域生活を

送れるよう、支援方法について検討し、サービス等利用計画の作成を行った。 

   （２）相談支援従事者現任研修や強度行動障がい支援者養成研修に参加し、地域の

障がい者等の意向に基づく地域生活を実現させるために必要な保健、医療、

福祉、就労、教育などのサービスの総合的かつ適切な利用支援等の援助技術

の習得を図り、相談支援事業所のスキルアップを図った。 

   （３）ケースの支援を行いながら、出てきた課題に対して、いなべ市自立支援協議

会相談支援部会などで関係機関に協議し、いなべ市全体の課題として捉えて

もらうようにした。 

   （４）生活課題の内容に応じて、障害者雇用、障害年金、生活困窮者支援、成年後

見制度等、関係機関と連携して支援を行った。 

       計画相談支援   年間請求件数 ４６８件 

       障害児相談支援  年間請求件数 １７４件 

 

 



介護・生活支援サービス部門 

【介護支援課】 

（居宅介護支援事業所） 

 １．ケアマネジメントの質の向上への取り組み 

   事業所内の質の標準化を図るため、主任ケアマネジャーによる職員への助言や指導

等の育成に努め、事業所内の質の平準化に努めた。また、市内の居宅介護支援事業

所や包括支援センターと定期的な勉強会を開催し地域に必要な資源や課題について

意見交換を行うなど、連携強化を図った。 

 

 ２．介護予防プラン作成業務 

    包括支援センターと連携を常に図り、必要な支援への対応を行った。 

     介護保険（予防）年間作成件数 ２６８件 

     契約件数            ２９件 

 

 ３．関係機関との連携強化 

        新型コロナウイルス感染症が５類へ移行となり、一部制限があるものの医療機関

へ訪問し情報の共有や連携を図れた。加えてオンラインでの情報交換も継続し、

ハイブリット方式での連携を図ることができた。 

     

 ４．ケアプラン（居宅サービス計画書）の作成 

   （１）特定事業所加算（Ⅰ）（Ⅱ）取得事業所 

   （２）介護保険年間請求延べ件数 ３，９４６件 

      契約件数           ４１４件 

       

 ５．資質向上のため研修会開催・参加について 

   （１）週１回の業務会議開催（毎週水曜定期開催）   ４８回 

  （２）いなべ市地域包括支援センター主催研修会等    ９回 

   （３）三重県介護支援専門員協会桑員支部・県主催研修 １２回 

   （４）疾患に関する専門的研修 ３回 

 

 ６．総合相談の受付・福祉サービス調整業務 

電話・来所等 １６４件 

 

 ７．主任介護支援専門員活動内容 

   （１）いなべ市介護保険ケアプラン点検の立会い ２回  

   （２）いなべ市居宅介護支援事業所連絡会の運営（勉強会も含む）９回 

   （３）三重県介護支援専門員研修指導 ６回 

 

 

 



（地域密着型通所介護事業所・介護予防日常生活支援総合事業第１号通所事業所） 

 １．通所介護事業所としての質の向上  

    会議や部門別研修を定期的に実施したことで、職員の資質向上に繋げられた。ま

た、多職種間での情報共有が行え、利用者一人ひとりに対し、より良いサービス

提供に努められた。 

 

 ２．関係機関・地域との連携強化 

    タイムリーな情報共有を行えるよう、電話やメール、医療・介護連携ネットワー

ク等を活用し連携強化に努めた。 

 

 ３．健全な事業運営への創意工夫 

    利用者が自身の課題に対し、関係機関と連携を図りながら取り組むことで、在宅

生活を継続することができるよう、できる限り柔軟な対応・受け入れに努めた。 

また、事業運営の効率化・経営改善が少しでも図れるよう、職員の動きの見直し

や記録業務の簡素化にも取り組んだ。 

 

 ４．日中一時支援事業（いなべ市委託事業） 

    契約者数 １名   延べ利用者数 ０名 

 

 ５．ふじわらデイサービスセンター事業別利用実績 

事業 定員 契約者数 介護度別 延べ利用者数 

介護 

１８名 

３６名 

要介護１ １４名 

要介護２ １１名 

要介護３  ６名 

要介護４  ３名 

要介護５  ２名 

４，０２０名  

総合  ３名 
要支援１  １名 

要支援２  ２名 
１２６名  

 

 ６．デイボランティア活動 

ふじわらデイ 延べ活動者数 ２９名 

 

（訪問介護事業所・介護予防日常生活支援総合事業第１号訪問事業所） 

（障害者総合支援法 居宅介護サービス事業所） 

 １．事業所としての質の向上 

    コロナ禍であっても感染対策を取りながら定期的な会議や研修会をほぼ実施する

ことができ、職員間の連携も強化することができた。 

    それにより、介護の専門的な目線を確保することで、より良いサービスにつなげ 

    られた。 

 



 ２．訪問介護の専門性の向上 

    利用者が何を求めているのか的確に把握し、生活全般の状況の改善に取り組んだ。 

    また、アセスメント力を更に磨き、その結果、個別性を尊重し、専門的な視点で 

計画をたて、確かな知識と根拠に基づく技術の提供を行うことができた。 

 

 ３．関係機関との連携強化 

    多職種協働で介護サービスをより良いものとし、利用者の日常生活行為や社会関 

係の回復・拡大、医療的ケア、心理的な支援、介護の相談・指導、地域へのアプ 

ローチを行うために、会議やＭＣＳを活用し、連絡を密にすることで情報共有・ 

交換を行った。 

 

 ４．安定した事業運営（経営）への創意工夫 

    ＩＣＴ化による業務の効率化を図るため、３社（ソフト会社）のデモンストレー 

ションを受け、現在使用しているソフトとの比較をおこなった。 

 

 ５．障害児（者）移動支援事業（いなべ市委託事業） 

    契約者数 ２５名  延べ件数 ２２５件 

 

 ６．福祉有償運送事業 

 登録者数 延べ件数 

身体障害者  ７名 ２５４件 

要介護認定者 １３名 ２５５件 

要支援認定者  ０名   ０件 

精神障害者  ０名   ０件 

知的障害者  １名  ２０件 

＜地区別会員数＞ 

北勢 ５名 

員弁 ４名 

大安 ８名 

藤原 ４名 

 

 ７．介護保険訪問介護事業実績 

    （介  護） 契約者数 ７６名   延べ件数 ９，１７０件 

    （総合事業） 契約者数 １０名   延べ件数   ６８５件 

 

 ８．障がい訪問介護事業実績 

    （居宅介護） 契約者数 ３７名   延べ件数 ３，３５６件 

   （同行援護） 契約者数  ８名   延べ件数   ２００件 

 

 



（介護予防事業）（いなべ市委託事業） 

 １．一般介護予防事業 

   地域介護予防活動促進の実施 

    (１)運動コース 

       登録者数 ９３名   延べ利用者数 １，７０１名 

    (２)いろいろコース 

       登録者数 １０７名（前期：６９名 後期：３８名） 

 延べ利用者数 １，０７２名（前期：６７９名 後期：３９３名） 

    (３)健康づくり（介護予防）セミナー 

       実施回数 １２回   参加者総数 ２７４名 

 (４)出張型介護予防啓発 

   ・介護予防啓発 

       実施回数 ２４回   参加者総数 ６５３名 

     ・青空ひろば(催し物)  

実施回数 １５回   参加者総数 ２４０名 

※４月・１０月は２回開催 

 

 ２．いなべ市介護予防・生活支援サービス事業 

    通所型短期集中予防サービスＣ 

    （１）はつらつ教室 ２ヶ所（藤原・員弁） 

        登録者数 ３５名  延べ利用者数 １，０５９名 

    （２）はつらつクラブの開催支援  

        実施団体 ９団体 

        会員総数 ９４名  総支援回数 ９１回 

 

 ３．介護予防啓発イベントの開催 

      開催回数 １回『健幸フェスタ in ふじわら』 

      参加者数 ８７名 

 

（介護支援課共通） 

感染症や災害時に対する対策への取り組み 

利用者・職員に対し、手洗いや消毒等を徹底しながら感染予防に努め、感染状況の場

面に応じた必要な感染対策を取りながら業務継続を行った。 

 

【障がい支援課】 

（就労継続支援Ｂ型・生活介護・短期入所事業） 
 １．利用者への充実した支援の提供 
   （１）初めて行う作業にも挑戦する姿勢を大切にし、最後まで成し遂げることで達

成感を味わい、やりがいにつながるよう作業の提供を行った。 
   （２）就労に必要な技術のみならず、社会性を得るための支援も行った。 



   （３）生活介護の利用者には、作業活動の他に散歩や体操、創作など個別での活動

を提供した。 
   （４）利用者で希望する方には、看護師による機能訓練の他、誰もが楽しく取り組 

める内容の運動を提供した。 
   （５）利用者の将来の生活を支えるため、短期入所を計画的に利用していただき、

楽しく過ごしていただくよう支援を行った。延べ利用者数、利用登録者数は

昨年度より増加した。 
 
 ２．職員の質の向上 

   （１）利用者の障がい特性に応じ、責任ある態度で支援に努めた。 
   （２）利用者および保護者への対応は、懇切丁寧に行うよう努めることはできたが、

コミュニケーション能力や相談技術の向上につながる研修までは至らなかっ

た。 
   （３）報告・連絡・相談を密に行うことで職員間の信頼関係を構築し、利用者ニー

ズに即した支援を行うため、職員間の連携を強化し、チームワークの向上に

努めた。 
   （４）強度行動障害基礎研修の受講や課内研修で障害福祉サービスについての研修 

会、身体拘束廃止に向けた取り組みなど研修の機会を設け、職員の質の向上 
に向けた取り組みを行った。 

 
 ３．利用者の作業と工賃の充実 
   （１）工場の停止や減産などで作業を提供できない日もあったが、下請け作業に代 

わる自主製品の製作・販売を行った。 
   （２）企業へ作業量の増加について依頼を行い、新しい作業につなぐことができた。 
   （３）オレンジ工房あげき工賃支給要綱に基づき、適切な支給を行った。 

   （４）新型コロナウイルスの影響や半導体不足の影響により、企業からの下請け作

業が減ったため、工賃の向上までは至らず、例年並みの支給となった。 
 
 ４．関係機関等との連携強化 
   （１）関係機関との会議には積極的に参加し連携の強化に努め、また個別支援計画

を見直すことで、利用者ニーズの把握に努めた。 
   （２）相談支援事業所との連携を密に行い、利用者ニーズの把握及び支援につなげ 

た。 
   （３）藤原地区障がい児者を守る会の施設見学、メシェレいなべ出前講座の開催、

北勢中学校１年生の班別分散学習、北勢・藤原中学校２年生の職場体験の受

け入れを行い、地域に開かれた施設運営を行った。 
 
 ５．安定した運営（経営）と選んでもらえる事業所になるための工夫 
   （１）無駄な残業はせず、常にコスト意識を持つことに努めた。また、祝日の開所

を行い、家族の負担軽減につなげた。 



   （２）特別支援学校の実習を積極的に受け入れ、くわな特別支援学校中学部３年生

１名、高等部１年生１名、２年生１名、３年生２名を受け入れた。 
   （３）実習生には、障がいの特性に応じた活動を提供し、活動内容を積極的にアピ

ールすることで、学校卒業後の進路希望につながった。 
   （４）加算に必要な研修を受講することにより、加算取得対象職員を増やすことが

できた。 
 
 ６．感染症対策を徹底した事業所運営 
   （１）毎日の業務終了後、施設内の机、椅子、手すり等の消毒を徹底した。 
   （２）利用者は通所時と午後の１日２回の検温、手洗い、手指消毒を徹底した。 
      職員は、県の無料ＰＣＲ検査の活用と、事業所で購入した抗原検査キットを

活用し、感染予防、感染拡大防止に努めた。 
   （３）感染対策マニュアルを作成し、マニュアルに沿った事業所運営を行った。 
   （４）利用者、職員でコロナウイルス陽性者が相次ぎ発生したが、利用者家族の協

力を得て、家族送迎に切り替える等、拡大防止に努めた。 
 
 ７．障がい者虐待防止のさらなる推進と身体拘束の適正化 
    虐待防止委員会 ２回 
    虐待防止・身体拘束防止研修 ２回 
 
 ８．障がい者グループホーム事業開設に向けた検討 
   （１）グループホーム開設に向け、社会福祉法人運営のグループホームの視察を行

い、情報収集に努めた。 
   （２）日中活動の運営を行いながら、夜間の支援体制など配置等に関する検討の場

を設けた。 
   （３）グループホームの開設に向け、新規に職員を採用し人材の育成に努めた。 
 
 ９．延長利用サービス 
    利用者数 ５名 延べ利用者数 ７名 
 
１０．日中一時支援事業（いなべ市委託事業） 
    利用者数 ５名 延べ利用者数 ２７名 

 

１１．地域活動支援センター（いなべ市委託事業） 
    訓練対象者  前期１名 後期１名 

    延べ訓練回数 ８４回 

    訓練内容（回数） 調理（２８回）、掃除（５６回）、洗濯、洗濯たたみ（５６回） 

指導員情報交換会 １２回 

 
 



１２．利用者数（実績） 

    就労継続支援Ｂ型 

     利用者数 ２２名  延べ利用者数 ４，１９４名 

    生活介護 

     利用者数 ２８名  延べ利用者数 ５，５０１名 

    短期入所 

     延べ利用者数 １３９名 

 

保育事業部門 

【こども支援課】 

 １．入所園児数 

保育園名 定 員 
入 所 園 児 数［令和 6 年３月末現在］ 

０歳児 １歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児 計 

石榑保育園 １４０名  ３名   ９名 １５名 ２４名 ３１名 ３１名 １１３名 

三里保育園  ９０名 ― ―  ６名 ２２名 ２８名 ２３名  ７９名 

丹生川保育園  ５０名  ３名  ７名 １０名 １１名 １１名 １１名  ５３名 

山郷保育園 １２０名  ３名 １１名 １２名 ３１名 ３１名 ４０名 １２８名 

員弁西保育園 １５０名  ６名 １３名 １２名 ５４名 ２７名 ３４名 １４６名 

 

 ２．保育園の主な活動 

   （１）令和５年度は、前年度に続き、感染予防対策を意識した行事の継続 

       生活の中で節目となる行事の実施 入園式（４月）、卒園式（３月） 

       季節を感じ、伝統行事の実施  

なつまつり（７月）、運動会（１０月）、クリスマス会（１２月）、 

節分豆まき（２月） 

 

   （２）子どもたちが主体的になれる行事の実施 

       園児の仲間づくりを意識した行事 

       遠足（春・秋） 

       野外活動のなかでの経験 

        竹林の散策・タケノコ掘り（春） 

        川へ出向いて、水遊び（夏） 

        森林の広場や園庭で、子どもたちが火おこしなど役割分担を決め、焼き 

芋・味噌汁・おでん・だいこんもち・黒豆ご飯などを作る。（秋～冬） 

 

 ３．一時預かり事業（いなべ市委託事業） 

    保護者の病気、家族の看護や介護その他事由により家庭において保育を受けるこ 

    とが一時的に困難となった児童の一時的な保育の実施 

     石榑保育園   利用延べ人数 ５名  利用延べ日数 １３日 

     三里保育園   利用延べ人数 １名  利用延べ日数  １日 



     丹生川保育園  利用延べ人数 ２名  利用延べ日数  ３日 

     山郷保育園   利用延べ人数 ６名  利用延べ日数 ２４日 

     員弁西保育園  利用延べ人数 ２名  利用延べ日数  ２日 

 

 ４．障がい児保育事業の充実（いなべ市委託事業） 

    公立保育園に保育士を派遣し、障がい児保育の理解を深めた。 

    ほくせい保育園 ３名   治田保育園 ２名  員弁東保育園 ４名 

    笠間保育園 ５名   ふじわら保育園 ７名 

 

 ５．子育て支援センター事業（いなべ市委託事業） 

    新型コロナウイルス感染予防対策を意識した事業の実施 

    おもちゃを載せた車両（おでかけＧＯ）を持参し、地域の公園で遊べる日の実施 

      石榑子育て支援センター ３回  延べ ４４名参加 

      北勢子育て支援センター ７回  延べ ８９名参加 

      員弁子育て支援センター ９回  延べ１６９名参加 

      笠間子育て支援センター ３回  延べ ４９名参加 

      藤原子育て支援センター ２回  延べ １６名参加 

     利用対象者（市内に住所を有する親子）、利用時間（１組９０分）の制限を設

けるなど、安心してセンターを利用してもらえる工夫を行った。 

     午後は１歳おめでとう訪問などの訪問活動を中心にした事業の実施 

 

開所日数と利用者数 

区 分 石榑子育て支援センター 北勢子育て支援センター 員弁子育て支援センター 

年間開所日数 ２４２日 ２４３日 ２４４日 

対 象 
延べ 

利用者数 

内新規 

利用者数 

延べ 

利用者数 

内新規 

利用者数 

延べ 

利用者数 

内新規 

利用者数 

～１２ヶ月 ９５名 ３４名 １９３名 ４０名 ３６２名 ３５名 

０歳児 ６５９名 ５７名 １,５７９名 ５９名 １,０１５名 ５６名 

１歳児 ９１５名 １４名 １,２４２名 ２６名 １,０３５名 ２６名 

２歳児 ７２４名 ８名 １,０２１名 １３名 ７０４名 １８名 

３歳児以上 ２名 ０名 １６名 １名 ２２名 ０名 

保護者 ２,１０５名 ７９名 ３,１７４名 １５４名 ２,６６３名 １３１名 

合計 ４,５００名 １９２名 ７,２２５名 ２９３名 ５,８０１名 ２６６名 

   

 
 
 
 



区 分 笠間子育て支援センター 藤原子育て支援センター 

年間開所日数 ２５３日 ２４３日 

対 象 
延べ 

利用者数 

内新規 

利用者数 

延べ 

利用者数 

内新規 

利用者数 

～１２ヶ月 ３１１名 ５０名 １１７名 １５名 

０歳児 １,１１４名 ５９名 ４５９名 ２８名 

１歳児 １,３２８名 ２８名 ６６４名 １０名 

２歳児 ９３８名 １０名 ２２２名 ８名 

３歳児以上 ７名 ０名 ２名 ０名 

保護者 ３,１２２名 １３０名 １,４１２名 ６１名 

合計 ６,８２０名 ２７７名 ２,８７６名 １２２名 

 ※～１２ヶ月：Ｒ５.４.２～Ｒ６.４.１生 ０歳児：Ｒ４.４.２～Ｒ５.４.１生 

 
訪問事業（年間実績件数） 
 石榑子育て支援センター 北勢子育て支援センター 員弁子育て支援センター 

1 歳おめでとう訪問 ５０件 ９０件 ８２件 

ブックスタート ５５件 ６９件 ７３件 

ブック・Re スタート ６２件 ８７件 ７２件 

 笠間子育て支援センター 藤原子育て支援センター  

1 歳おめでとう訪問 ８１件 ２２件 

ブックスタート ８１件 １３件 

ブック・Re スタート ８１件 ３０件 

 

相談事業（年間実績件数） 

 石榑子育て支援センター 北勢子育て支援センター 員弁子育て支援センター 

面接相談 ８６件 ４７件 １９９件 

電話相談  ２件  １件  ０件 

訪問相談  １件  ０件  ０件 

 笠間子育て支援センター 藤原子育て支援センター  

面接相談 ５７件 ４４件 

電話相談  ０件  １件 
 

訪問相談  ０件  ９件 

 

  



 


